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先週の土曜日（23日）は秋の彼岸の中日（秋分の日）でした。仏教では、生死の海を渡っ

て到達する悟りの世界を「彼岸（ひがん）」といい、その反対側の私たちがいる世界を「此岸

（しがん）」といいます。彼岸は西に、此岸は東にあるとされており、太陽が真東から昇って

真西に沈む秋分と春分は、彼岸と此岸が最も通じやすくなると考え、先祖を供養するように

なったそうです。日本では、飛鳥や奈良の時代から仏教の教えを受け継いでいることが多く、

彼岸は先祖の供養をするために、お墓をきれいにし、お参りする習慣があります。先生も毎

年、春の彼岸、秋の彼岸、お盆には、供養のために、お墓参りをしています。 

また、「暑さ寒さも彼岸まで」という言い慣わしがあります。残暑は秋の彼岸までに治まり、

余寒は春の彼岸までに和らぐので、それ以後は過ごしやすくなるという意味です。転じて、

「どのような困難な事態であっても、やがては終わりが来て乗り越えることができる。だか

らあきらめずに耐えましょう。」と言う意味にも使われています。３年生は進路選択、進路決

定の困難な事態ですが、春の彼岸（春分の日）には、きっと乗り越えられていることでしょ

う。残りの日々をあきらめずに耐えながら、努力を続けることは必須です。 

桜咲く春を迎えるために！ 

 

今週末は、備南東地区新人戦です。夏休みに新チームになって、この試合に向けて練習に

取り組んできたことでしょう。悔いのないように成果を十分に発揮してほしいと思います。

また、試合の勝ち負けだけでなく、応援のマナー、ゴミを出さない、荷物の整理、準備・片

付けの早さも、日頃の練習の成果です。本当に素晴らしいチームはそのようなことが備わっ

ています。皆さんの頑張る姿を応援したいと思います。楽しみにしています。 
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 たくましく生きる生徒を育成する
 

 

校訓「自主 練磨 敬愛」 
 

倉敷市立玉島北中学校 
第 23 号 

令和 5 年 9 月 25 日 

学校ホームページ 

QRコード 

2年国語 3～4人のグ

ループに分かれて意見

交換をし、内容を深め

ています。協働学習の

取り組みをしています 

１年技術 １時間に

３０以上の等角図を

描いた人もいました。 

 習うより慣れろ 

先週オータムコンサートが行われました。次の日、登校時や朝の会の前に多くの人から「ありがとう

ございました」と声をかけていただきました。感謝の言葉を伝えるのって、素晴らしいことですね。と

てもうれしい気持ちになりました。 

３年音楽 国や地域の

ことを調べて曲にある

背景を知り、深い学び

をしています。 


